
質問事項 回答要旨 答弁者

① 　公用車を水害から守るため、立体駐車場などが必
要ではないか。

　金額面などを考えると立体駐車場の設置は難しいかもしれませんが、水害時には産業団地
の高い建物と連携をして、一時的に避難させていただくといった方法もありますので、今後
検討をしていきます。

事務局

② 　ヘリポートの記載がないがどうなっているのか。 　基本計画では、多目的広場の面積を算出するためにヘリコプター離着陸場を検討しまし
た。
　検討委員会の議論において、屋上へのヘリポート設置の意見はありましたが、建物への設
置については建物の強度を通常よりも非常に高くしなければならないなど建築基準法等の規
制もありますので困難な状況です。
　なお、緊急時におけるヘリコプターの離着陸には、平成の森公園内の多目的グラウンドや
総合グラウンドを使用するという周辺施設との相互利用の観点からも、ヘリポートは導入し
ておりません。
　しかし、新庁舎議場屋根部分は平場となりますので、上空からのつり上げ救助や物資の搬
入は十分可能となっています。

事務局
設計者

③ 　断水時の対応（タンク等）はどのように考えてい
るのか。

　２階の防災備蓄倉庫において、飲み水の貯えが可能です。また、貯水槽や高架水槽の導入
も検討していきます。

事務局
設計者

④ 　平成の森公園でのイベント開催時の駐車場はどう
なるのか。

　今後は、現庁舎跡地を臨時駐車場とし、バスによりピストン輸送するなど、既存の町有施
設の有効活用を検討していきたいと思います。

町長

　この内容で進めたいと考えており、みなさんからご意見を賜りたいと思っています。 町長

　今は基本設計案の段階で、細かい部分は今回のご意見も踏まえて、コスト等を勘案して検
討し、仕様書を作成していきます。

事務局
設計者

⑥ フローリングは馴染まないのではないか。
また、カーブ構造はコストが大幅に高くなるのでは
ないか。

　床仕上げ等については、メンテナンス等総合的に検討しますが、待合いスペースはフロー
リングにすることで、温かく親しみやすい雰囲気になると考えています。その場合は土足用
に表面を加工したものを検討します。
　カーブについては、建物周囲に圧迫感がなく、一体感のある庁舎としたいと考えたもの
で、一つひとつの面は直線の集合で出来ていますので、それが工事費の大きな増加にはなり
ません。
　コストについては十分考えて設計していきたいと思います。

設計者

⑦ 　資料を見ると弓道場の中を道が通っているようだ
が、どうなるのか。

　弓道場は移転する計画となっています。移転先は検討中です。 町長
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⑤ 　今回の資料はプロポーザル時のものと変わらない
ようだが、これでいくのか。資料にも業者の名前が
入っている。
また、今回の資料だけでは仕様書がないのでわから
ない。
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⑧ 　しっかりとした新庁舎を建てることは大前提だ
が、出来る限り節約して建設費、借入金を減らす工
夫をしてほしい。町民ラウンジとあるが、既存施設
（コミュニティセンターや町民会館など）を有効活
用してスリム化を図り、新庁舎はシンプルなものを
目指してもらいたい。

　貴重なご意見ありがとうございます。
　検討委員会にもある程度の概要ができた段階での報告をしながら進めていきたいと思いま
す。

町長

⑨ 　検討図に倉庫とあるが、これは書庫か物置か。書
庫はスペースを十分確保してもらいたい。
また、電算室は隅ではなく真ん中に配置する方がよ
いのではないか。

　書類や備品等については、どのくらいのスペースが必要か調査をしています。書庫につい
ても十分確保しつつ、無駄がないように計画します。
　また、電算室は、耐震上有利な位置に配置しました。LAN等の配線には問題ないと考えて
いますが、専門業者とも調整を行います。

事務局
設計者

⑩ 　障がい者用駐車場を十分確保してもらいたい。 　ハートビル法や県条例等に基づき、正面玄関前に設置する計画です。西側に車寄せスペー
スも計画しています。

設計者

⑪ 　多目的室の床仕上げの考えは。 　床はメンテナンスなども考慮し検討中ですが、親しみやすい雰囲気としたいので、フロー
リングなどもあり得ると考えています。

設計者

⑫ 　内観パース図を見るかぎり、座る窓口カウンター
方式となるのか。

　新庁舎での窓口サービスについては、職員で視察に行くなど、検討をしながらワンストッ
プサービス等を目指しています。時間のかからない証明書交付業務は立って、相談業務は
座って行うなど、様々な事例を見ながら検討を進めていきます。

事務局
設計者

⑬ 　音声案内など、障がい者への対応は。また、多機
能トイレはオストメイト対応となっているか。

誰もが利用しやすい庁舎となるようユニバーサルデザインに配慮し、必要な設備を検討しま
す。
多機能トイレはオストメイト対応を想定しています。

設計者

⑭ 　来庁者の利便性を図るため、金融機関の窓口や
ATMの設置を検討しているのか。

埼玉りそな銀行、埼玉縣信用金庫等と協議中です。ATMは設置していただける予定となって
います。

事務局

⑮ 　２階フロアもフリーアクセスフロアとなっている
のか。

今後の組織再編等にも柔軟に対応できるよう事務室部分はフリーアクセスフロアを考えてい
ます。

設計者

⑯ 　議場の傍聴席を横に位置し、見渡せるような配置
にしてもらいたい。また、車いすのかたへの対応と
したものとしてもらいたい。

傍聴席の位置は一般的な後ろ側とし、全体の様子がわかるように高さをつける想定です。車
いすにも対応します。

設計者
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